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公
金
の
安
全
性
と
収
益
性
の
両
立

　
公
金
と
は
国
や
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
お
金

の
こ
と
で
あ
る
。
税
金
や
施
設
の
使
用
料
等（
歳
入
）、

工
事
請
負
代
金
や
物
品
購
入
代
金
等
（
歳
出
）
な
ど
、

行
政
が
公
共
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
使
う
も
の

で
あ
る
。
公
金
は
町
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
そ

の
管
理
は
地
方
自
治
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
最
も

安
全
か
つ
有
利
な
方
法
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

●
公
金
の
運
用

　
公
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
的
確
な
収
支
予
測
に

よ
り
、
日
々
の
支
払
い
に
必
要
な
資
金
を
確
保
し
な

が
ら
、
資
金
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。
年
度

内
の
支
払
準
備
金
は
普
通
預
金
・
定
期
預
金
（
普
通

預
金
に
比
べ
て
金
利
が
高
く
、
収
益
性
が
高
い
）
等

を
中
心
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、町
の
貯
金
で
あ
る
「
基

金
」
は
、
定
期
預
金
の
ほ
か
、
債
券
に
よ
る
運
用
も

行
わ
れ
て
い
る
。

●
安
全
な
公
金
管
理
の
た
め
に
～
危
機
管
理
～

　
玉
村
町
が
取
引
を
行
っ
て
い
る
金
融
機
関
の
経
営

状
況
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
毎
年
度
実
施
す
る

定
期
検
査
等
に
よ
り
、
町
の
公
金
が
適
正
に
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
状
と
今
後
の
課
題

現
状
と
今
後
の
課
題

視視点点
議会の議会の

当
委
員
会
は
、
公
金
管
理
に
つ
い
て
会
計

課
か
ら
説
明
を
受
け
、
分
類・管
理・運
用・

金
融
機
関
選
定
・
債
券
運
用
・
危
機
管
理
等
の
実
態

を
確
認
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
誤
振
込
防
止
や
管
理
規
程
の
適
正

運
用
、
金
融
機
関
と
の
連
携
強
化
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
、
ま
た
金
利
上
昇
を
踏
ま
え
、
安
全
性
を
確
保

し
つ
つ
収
益
性
を
考
慮
し
た
運
用
方
法
の
検
討
を
続

け
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
将
来
に
備
え

た
資
金
確
保
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
か
が
難
し
い

と
の
認
識
も
共
有
さ
れ
た
。

　
当
委
員
会
は
、
公
金
管
理
体
制
の
徹
底
と
誤
振
込

防
止
、
安
全
性
と
収
益
性
の
両
立
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

と
財
政
健
全
化
の
調
和
を
重
視
し
、
今
後
も
点
検
・

改
善
及
び
運
用
方
針
の
検
討
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
。

安
全
性
を
最
優
先
に
、

効
率
的
か
つ
適
正
な
公
金
管
理
を

●
町
が
進
め
る
公
共
交
通
再
編
事
業

　
公
共
交
通
の
再
編
事
業
は
四
つ
の
柱

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①�

町
内
た
ま
り
ん
四
路
線
の
統
合
と
デ

マ
ン
ド
化

②�

高
崎
・
伊
勢
崎
両
直
行
便
の
デ
マ
ン

ド
化

③�

デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る
町
外
ア
ク
セ

ス
の
利
便
性
の
向
上

④�

周
辺
駅
へ
の
バ
ス
路
線
強
化
（
通
学

時
間
帯
の
み
）

　
現
在
は
、こ
れ
ら
の
再
編
事
業
の
内
、

町
内
た
ま
り
ん
四
路
線
の
統
合
と
デ
マ

ン
ド
化
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

残
り
の
３
点
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続

的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

●
た
ま
Ｇ
Ｏ
の
成
果

　

た
ま
り
ん
の
年
間
利
用
者
数
が
約

７
０
０
０
人
（
学
生
の
利
用
者
数
を
除

く
）
だ
っ
た
の
に
対
し
、
た
ま
Ｇ
Ｏ
は

８
８
２
９
人
（
学
生
は
別
途
輸
送
）
で
、

順
調
に
乗
客
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。
ま

た
、
経
費
に
お
い
て
も
、
た
ま
り
ん
が

約
３
０
０
０
万
円
に
対
し
、
た
ま
Ｇ
Ｏ

が
約
２
５
０
０
万
円（
利
用
料
を
含
む
）

で
、
経
費
的
に
み
て
も
約
５
０
０
万
円

程
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

　
利
用
目
的
で
は
、
買
い
物
や
通
院
が

多
く
、
路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
た
め

の
利
用
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
た
ま
Ｇ
Ｏ
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、72
％
の
方
が「
大
変
満
足
」「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
満
足
」
と
答
え
て
お

り
、
デ
マ
ン
ド
方
式
の
利
便
性
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

●
た
ま
Ｇ
Ｏ
の
問
題
点

　
利
用
状
況
を
見
る
と
、

①�

午
前
の
時
間
帯
に
利
用
者
が
集
中

し
、
午
後
の
時
間
帯
に
空
き
が
み
ら

れ
る
。

②�

土
日
の
利
用
者
数
が
少
な
い
。

③�

予
約
方
法
の
周
知
が
不
十
分
で
、
一

部
の
利
用
者
に
戸
惑
い
が
見
ら
れ

る
。

④�

高
齢
者
用
の
交
通
機
関
と
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
、
小
中
学
生
を
含
む
誰
も

が
利
用
で
き
る
公
共
交
通
で
あ
る
こ

と
の
認
識
が
薄
い
。

　
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

潜
在
需
要
を
利
用
に
つ
な
ぐ

潜
在
需
要
を
利
用
に
つ
な
ぐ

視視点点
議会の議会の

一
乗
車
あ
た
り
の
経
費
を
見

る
と
、
単
純
計
算
で
一
人
一

乗
車
２
８
０
０
円
ほ
ど
か
か
っ
て
お

り
、
町
内
の
移
動
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
や
や
高
額
で
あ
る
。
ま
た
、
た
ま

Ｇ
Ｏ
の
予
約
シ
ス
テ
ム
登
録
者
数
が

８
０
０
件
を
超
え
、
潜
在
的
な
需
要
は

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
利
用
者
数
の
さ

ら
な
る
確
保
の
た
め
、
幅
広
い
年
齢
層

に
向
け
た
働
き
か
け
が
望
ま
れ
る
。
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玉
村
町
の
公
共
交
通
再
編
事
業
の

現
状
と
課
題
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財
源
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
花
火
大
会
の
構

財
源
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
花
火
大
会
の
構

築
に
向
け
て

築
に
向
け
て

　
花
火
大
会
の
開
催
経
費
は
人
件
費
や
物
価
の

高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、年
々
増
加
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
の
状
況
や
予
算
に
占
め
る

花
火
大
会
の
経
費
割
合
等
を
鑑
み
る
と
、
現
在

と
同
等
規
模
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

　
令
和
９
年
度
は
町
制
施
行
70
周
年
で
あ
る
。「
記

念
大
会
と
し
て
盛
大
に
開
催
す
る
た
め
に
も
令

和
８
年
度
は
開
催
を
見
送
り
、
２
年
後
の
開
催

に
向
け
て
財
源
の
確
保
に
努
め
、
そ
れ
以
降
は
無

理
の
な
い
範
囲
で
継
続
方
針
の
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

財
源
確
保
を
踏
ま
え
た
花
火
大
会
の
在
り
方

財
源
確
保
を
踏
ま
え
た
花
火
大
会
の
在
り
方

視視点点
議会の議会の

今
回
、
花
火
大
会
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、
経
済
産
業
課
か
ら
は
人
件
費
や

物
価
高
騰
に
よ
り
開
催
経
費
が
増
加
し
、
町
財
政

へ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
現
状
や
、
財
源

と
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
が
２
年
後
に
は

枯
渇
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
当
委
員
会
と
し
て
は
、
花
火
大
会
が
町
民
の

心
の
つ
な
が
り
を
育
む
重
要
な
行
事
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
つ
つ
、
財
政
や
他
施
策
へ
の
影
響
を
踏

ま
え
、無
理
の
な
い
範
囲
で
継
続
方
針
を
検
討
し
、

町
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
大
会
の
意
義

を
守
る
努
力
を
期
待
す
る
。

花火大会について花火大会について
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　たまGOって利用されている？ 年間
8829人が利用！




